
　

報
道
に
よ
る
と
、「
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
不
正

が
止
ま
ら
な
い
。
日
野
自
動
車
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
に
加
え
、

豊
田
自
動
織
機
で
エ
ン
ジ
ン
の
認
証
手
続
き
の
不
正
拡
大

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
開
発
や
納
期
が
短
く
な
り
、
現
場

の
負
担
が
増
し
て
不
正
に
つ
な
が
っ
た
」。
こ
の
ほ
か
に

も
三
菱
電
機
の
品
質
不
正
、
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
の
保
険
金

不
正
請
求
な
ど
の
企
業
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
課
せ
ら
れ
た
過
大
な
数
値

目
標
達
成
の
た
め
、
現
場
で
は
短
期
的
な
視
野
狭
窄
、
部

門
利
益
優
先
に
陥
り
、
安
全
最
優
先
、
法
令
順
守
の
精
神

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

企
業
不
祥
事
を
防
ぎ
安
全
最
優
先
に
よ
る
持
続
的
成
長

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
三
点
が
大
事
で
あ
る
。

　

先
ず
は
、
５
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、
清
潔
、
清
掃
、
躾
・

作
法
）
が
行
き
届
い
て
い
る
職
場
に
は
不
祥
事
が
少
な
い
。

風
通
し
の
良
い
職
場
の
観
点
か
ら
は
特
に
躾
・
作
法
に
相

当
す
る
挨
拶
が
重
要
だ
。
笑
顔
で
の
挨
拶
の
交
換
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
に
、

「
愛
情
の
反
対
は
憎
悪
で
は
な
く
、
無
視
で
あ
る
」。
職
場

で
会
っ
て
も
挨
拶
が
な
く
、
経
営
者
と
社
員
と
の
交
流
が

断
絶
し
て
い
る
よ
う
で
は
将
来
展
望
は
描
け
な
い
。

　

次
に
は
、「
逸
脱
の
常
態
化
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
品
質

不
正
な
ど
安
全
基
準
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
逸
脱
す
る
ケ
ー

１８６

会

員

の

広

場

安
全
最
優
先
な
く
し
て
持
続
的
成
長
な
し

山
田　

豊
（
東
京
）

ス
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
逸
脱
の
常
態
化
・
日
常
化
」
現
象

が
生
じ
て
い
る
。「
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
て

も
問
題
が
起
こ
ら
な
い
と
、「
こ
の
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
や
が
て
逸
脱
が
当
た
り
前
に
な

る
結
果
、
相
当
の
月
日
を
経
て
法
令
違
反
が
顕
在
化
す

る
」。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
正
常
化
す
る
に
は
、
注
意
喚

起
だ
け
で
な
く
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

定
期
的
な
監
査
な
ど
と
い
っ
た
仕
組
み
で
カ
バ
ー
す
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
。

　

最
後
に
、
経
営
者
に
は
先
見
力
、
企
画
力
、
決
断
力
が
大

事
と
言
わ
れ
る
が
、
不
祥
事
を
防
ぐ
た
め
に
は
現
場
の
ス

ト
レ
ス
や
疲
弊
度
合
い
を
正
確
に
把
握
し
、
迅
速
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。
い
く
ら
経
営
理
念
が
立
派
で
も
現
場

に
浸
透
し
な
い
よ
う
で
は
無
意
味
で
あ
る
。
風
通
し
の
良

い
職
場
を
訪
問
す
る
と
、
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
現
場
に
赴

き
意
見
交
換
・
交
流
し
て
い
る
風
景
に
遭
遇
す
る
が
、
社
員

の
眼
が
明
る
く
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
社
員

の
職
場
満
足
度
の
高
い
環
境
で
は
不
祥
事
は
起
こ
り
に
く

い
し
、
顧
客
や
取
引
先
の
満
足
度
も
高
く
な
る
。
経
営
者
が

現
場
観
察
力
、
現
場
と
の
交
流
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

よ
り
不
祥
事
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
商
売
の
極
意
は
、
お
客
様
か
ら
尊
敬
・
信
頼
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
」
と
の
名
言
が
あ
る
が
、
不
祥
事
が
続
く
よ
う

で
は
大
事
な
顧
客
・
取
引
先
か
ら
見
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。「
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ　

Ｉ
Ｓ　

Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」（
安
全
確
保
は
事
業
繁
栄
の
基
盤
）。

挨
拶
が
活
発
に
か
わ
さ
れ
、
明
る
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
良
い
職
場
、
社
員
が
働
き
や
す
く
快
適
に
仕
事
が
で

き
る
職
場
で
は
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
も
円
滑
に
行
わ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
企
業
不
祥
事
や
事
故
は
起
こ
ら
ず
、
安

全
最
優
先
の
持
続
的
成
長
が
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
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